
博 士 学 位 論 文

内 容 の 要 旨 及 び

審 査 結 果 の 要 旨

第7集

平 成29年3月

大 手 前 大 学





ま壱 し が き

本冊子は、学位規則(昭 和28年4月1日 文部省令第9号)

第8条 に よ る公表 を 目的 として、平 成29年3月16日 に本

学 において博 士 の学位 を授与 した者の論文内容の要 旨及 び論

文審査の結果 の要旨を収録 したものである。

学位記番号に付 した 「博第○号」は学位規則第4条 第1項

によ るもの(い わゆ る課程 博士)で あ り、 「論博 第○ 号」 は

学位規則第4条 第2項 によるもの(い わ ゆる論文博士)で あ る。

目次 に記 載 の報 告番 号 は学位規則第12条 に よるもの(文

部科学省 への報 告番号)で あ る。
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論 文 内 容 の 要 旨

本論文 においては、戦前 日本 において はじめてイタ リア ・ファシズムを紹介 した とされ る下

位春吉 の著作や彼 の活動 の実際 を精査す ることを通 じて、戦 前の 日本 においてイタ リア ・ファ

シズムを指導 したべニー ト ・ム ッソリー二や、イタ リア ・ファシズ ムそのものが如何 に伝 え ら

れ たのかを検討 する。 また、大正及 び昭和 の 日本の世論 がム ッソリー二や フ ァシズムを どの よ

うに捉 え、 そ してファシズム とい う新 しい思想 を下位春吉が どの ように伝 えたのかを検討 する。

第一章 において は、 イタ リア ・フ ァシズムを語 る上 での前提 として、第一次世 界大戦 か ら

1922年 のム ッソ リー二内閣成立 までの政治 を中心 としたイタ リア史 について述べ る。1914年

に勃発 した第一次世界大戦 に対 して、イタ リア国内では参戦 を巡 って左右 の枠 を超 えた議論 が

沸 き起 こるが、最終的 にはム ッソ リー二 を含 む参戦派 の示威行動 によって、連合 国側 に立 った

参戦 に傾 く。 しか し第一次世界大戦 においてイタ リアは多大 な損害 を被 り、 その一方で領土 は

ほとん ど獲得で きなかった。大戦後 のイタ リア情勢 は不穏 なもの とな り、 「赤い二年間」 と称 さ

れ る左翼 の台頭期 を迎え る。 その一方で、左派 とファシス トの問で は暴力 を伴 う衝突 が繰 り返

され、 イタ リア情勢 はます ます不穏 なもの とな り、最終的 には左派 を暴力 で抑 え込 んだファシ

ス トが伸 張。 そして1922年 、ム ッソ リー二は 「ローマ進軍」とい うクーデター紛いの手法 によっ

て政権奪取 する。

第二章で は、 同 じく大正及 び昭和 の 日本 の世論 を語 る上での前提 として、 また同時代のイタ

リアと比較 するために、第一次世界大戦 か ら1924年 の加藤高明護憲三派 内閣成立 までを述べ る。

日本 も第一次世界大戦 に参戦 し、イタ リアと同 じように戦勝 国の一員 に連 ねた。 しか し第一次

大戦後 のイタ リアは政情不安 に陥 り、 そ して独裁政権 が誕生 して しま うこととなったが、一方

の日本 は米騒動 な どを経 て、本格 的政党内閣である原敬 内閣が誕生 し、 そ して第二次憲政擁護
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運動 の結果、加藤護憲三派 内閣が成立。加藤内閣以降、 日本 では普通選挙制度が施行 され、 「憲

政の常道」 に基 づいて立憲政友会 と憲政会(の ち立憲民政党)が 交互 に政権 に就 く二大 政党制

が成立 し、民主主義 が花 開 くこととなった。民主主義 が伸長 しっっあった当時の 日本の世論が、

ム ッソ リー二率い るファシス ト党政権 について どの ような意見 を持 っていたのか とい うことも

また述べ、 日本 にお けるイタ リア ・ファシズム観 の変遷 を見 る。

第三章 において は、主 に下位春吉の生涯 とその活動 について詳述 す る。下位 は1915年 か ら

25年 までイタ リアに長期滞在 していたが、 その間のイタ リアは第一次世界大戦 にはじまり、第

一次大戦後 の混乱、左右の衝突、 そ してム ッソリー二政権樹立 と、 イタ リア近現代史上 もっ と

も重要 な出来事が起 きていた。 さ らに、下位 は 「死 の勝利』 などで 日本で も知 られていた詩人

のガ ブ リエー レ ・ダンヌンツィオ と交流があった。ダ ンヌンツィオ との友情 と、 ム ッソリー二

政権 の樹 立 を間近 に見 た こ とは、下位 の思想面 の形成 に大 きな影響 を及 ぼした。 また一方で、

下位 は現地 のイタ リア人文学者 や、下位 と同 じくイタ リアに滞在 していた 日本人 と共 に、 日本

文化 を紹介す る雑誌 を創刊す る。下位 の文学者 としての足跡 もイタ リアに残 っている。下位 の

活動や彼 の著作及 びテキス トを基 に、彼 が どのよ うな思想的軌跡 を辿 り、 また彼 が 日本 帰国後

に どのような活動 を したかを見て、下位春吉の人物道 を再検討 してい く。

第四章 では、下位春吉のイタ リア ・ファシズムに関する所論 を検討 しつつ、下位 と同時代 の

知識人で あ り、『資本論』の完全邦訳 をはじめて成 し遂 げた高畠素之のイタ リア ・ファシズムに

関す る論 とを比較 す る。高畠 と比べて、下位春吉が どの ようなイタ リア ・ファシズ ム感 を持 っ

ていたのかが、 そこで明 らか になろ う。戦前 日本 において、下位 はイタ リア ・ファシズムに精

通 し、 さ らにはム ッソリー二 とも交流があ るとされ、各地の講演会 にひっぱ りだ こになるほ ど

で あった。 その一方 で、下位 の言説 に対 する批判 もあがった。 その批判者 の ひと りが高畠素之

で あ り、高 畠は下位 を 「職業 的紹介者 」 と椰楡 し、 さらにはイタ リア ・ファシズムを国家集権

主義であ り、いずれ経済 的にも統制経済 を実施す るで あろ うと1928年 時点で予測す る。高畠の

見立てに下位 は批判 的であ り、下位 はイタ リア ・ファシズ ムが国家集権 主義である ことは認 め

っっ も、経済 は自由主義経済で ある と説 く。1930年 代以降、イタ リア・ファシズ ムに耳 目が集 まっ

ていた 日本 だったが、 ア ドル フ ・ヒ トラー率 いるナチス ・ドイ ツが勃興 し、ナチス ・ドイ ツは

驚異的な経済復興 を成 し遂 げ、 そ して第二次世界大戦序盤戦 においてナチス ・ドイツ軍が欧州

を席巻 した ことで、 日本の世論 はナチス ・ドイツに注 目するよ うにな る。 その ような中、下位

春吉 は表舞台 に出 ることが徐 々に少 な くな り、下位 は日独伊三国同盟締結 を訴 えは したが、 そ

の存在 の影 が薄 くなっていた。

最後 のまとめで は、下位春吉が何故イタ リア ・ファシズムを信 じ続 けていたのかを取 り上 げ、

その上 で歴史上 にお ける下位春吉 の位置付 けを確認す る。1943年 、 イタ リアではム ッソリー二

が首相 を解任 され、 イタ リアは連合国 に事実上降伏 。幽閉されていたム ッソリー二は、 ドイ ツ

によって救 出され、 ドイツが樹立 した偲偏政権(イ タ リア社会共和 国、サ ロ政権)の 首班 に据

え られ る。 それで もなお下位 はム ッソリー二を信奉 し、 イタ リア ・フ ァシズムの将来 に期待 し

ていた。下位 はム ッソリー二 と同い年であ り、 ム ッソ リー二 に倣 い、 またム ッソリー二 に対 し
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て競争心 を持 っていただろ う。 その考 えがいつの間 にか信奉心へ と変化 した と思われる。

下位春吉 は、イタ リア ・ファシズムを思想ではな く国民精神統一 のための運動 と考えてお り、

国民精神統一のための運動 なのだか らどの ような情 勢であって もファシズムに関係 が ない と考

えていたのかも しれない。 そして歴史上 における下位 の位置 は、下位 自身 ファシズ ムを思想 と

思 っていないため、思想史上で彼 の位置 を見 出す ことは出来 ないが、 イタ リア ・フ ァシズムを

日本 で最初 に伝 えた人物 とい う位 置付 けになるだろ う。
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審 査 結 果 の 要 旨

本論 は第一・次世界大戦 か ら二次世界大戦終結前後 にいた るお よそ30年 間の欧州、 と りわ けイ

タ リアの政治情 勢やム ッソリー二を首班 とす るファッシス ト政権 と、 当時イタ リアに滞在 した

日本人思想家下井春吉 の係 わ りを横軸 に、 その時代の 日本 の政界、思想界 の中での下井の位置

を縦軸 に配 して、従来 日本 の学会 においてそれほ ど多 く取 り上 げられる ことのなかった、 ある

意味で きわめて特異 な 日本の ファシス ト下井春吉の生涯 と履歴、 その思想的足跡 を辿 ることを

目的 とした ものである。本論 の構成 は、 「はじめに」5頁 第1章 「ム ッソリー二 ・ファッシ ョ

政権誕生 までのイタ リア」18頁 第2章 「大正 デモクラシー とイタ リア ・ファシズム」24頁

第3章 「日本 のフ ァシス ト・下井春吉一 その生涯 と思想一」21頁 第4章 「下井春吉 の 「ファ

シズム」論 と彼 の歴史 的意義」31頁 まとめ7頁 参考文献4頁 計A4判110頁 か らなる。

第1章 では、第一次世界大戦勃発か ら始 めて、オース トリアと戦線 を開いたイタ リアのその

後の領地 問題 に絡む紛争か ら、 ダヌンティオ らの決起、 さ らにム ッソリー二の擁頭 を招 いた政

局の混乱 を詳細 に辿 り、折か らイタ リアにダンテ研 究に赴い た下井春吉のダヌ ンティオへの接

近や ファシス ト政権 への結 びつ きを論 じる。第二章 は、一章で論 じたイタ リア ファッシ ョ政権

誕生 までの時代 における 日本 の政局 について第一次世界大戦 を天佑 と見て、大 隈内閣の施策や

その後 を引 き継いだ原、加藤友三郎内閣の動 向を述 べたあ とで、 イタ リアで勃興 して きたム ッ

ソリー二を中心 とす るファッシ ョ体制 について、 日本 の世論が どの ように受 け取 り、対応 した

かが、 当時 の新 聞の記事 を中心 に述べ られ る。 そ して始 めは半 ば警戒的で あった論調が、 日独

伊三国防共協定の締結 され る前後 か ら、次第 に好意的にな り、 そこヘイタ リアか ら帰国 した下

井春吉のイタ リア ・ファシズムのプロパガ ンダ的活動 が始 ま り、彼 のイタ リア ・フ ァシズム と

日本での著作、講演活動の概要 に触れ る。第3章 は、 その下井春吉 の人 とな りとその思想 の形

成過程 が跡づ け られ る。 また下井 がイタ リアに赴いてか らの活動 に関 して詳細 な調査 に基 づい

て、イタ リアにお ける著作 を紹介、下井の独特の行動 パタンを分析 する。第4章 は、 こうして

掘 り下 げられ た下井春吉のいわゆるファ ッシ ョ思想の内容の吟味 と同時代の政治経済思想 にお

ける下井 の位置 についての考察 がなされ る。 そ して彼 の著述、講演活動がナチス ・ドイ ツが 日

本の社会 で大 きな地歩を占めるに従 って、 だんだん と勢いがな くな り、 また彼 自身がイタ リア ・

ファシズムを鼓吹す る機会 も少 な くなって、戦後公職追放 の処分 のあと、ほ とん ど日本の思想界、

政界で忘 れ去れ るに至 った経緯 が辿 られる。最後 の 「まとめ」7頁 は、 そ うした下井の思想 の

総括であ る。彼 の ファッシスムはいか なるものか。政治的信条 は どのよ うに彼 の行動 の中で発

揮 されたのか、が現代 の 日本 の下井研 究家 たちの意見 を引 きなが ら検討 され、論者 な りの下井

のファシスムの位置づ けを行 っている。

本論 の評価

下井春吉 の事績や著作 に関 して、調べ うる限 りの努力 を払 い、 その概要 を明 らかに し、 これ

まで埋 もれていた感 のある下井の業績の意 義を明 らか にし、大正末年 か ら太平洋戦争 に至 る日

本の ファシズムへの傾斜の あ りさまを、イタ リア、 日本両国の政治事情 を歴史書や当時の新聞
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の記事 を細 か く追 うことによって、具体 的に示 した点が評価 できる。

本論 は、予備審査 を経て論文 の主 旨や問題意識が明確 になった こと、不備 を指摘 された個所

にっいて、可能 な限 り補綴 してある こと(た とえ ば新:渡戸 と下井 の帰国記事 の新聞の扱 いの比

較等)、 第4章 で下井の著作や ファッシス ムにっいての下井 の立場 をよ り明確 に示 し得 てい るこ

と、彼 の思想的位 置の評価 を 「まとめ」の段階で、一応総括 しえている ことを評価 したい。外

国語文献 に拠 る調査 が貧弱 な点は遺憾 だが、下井の各著作 を始め、新聞や手 に入 る限 りの書籍

を詳細 に検討 して、埋 もれていた感の ある下井の著作 に一応の概括 を してい る点 も博士論文 と

して評価 すべ きだろ う。

ただ、 この論文 の肝心要の点 である下井春吉の ファシスムの本質 についての議論 が、やは り

中途 半端 に終わ っている印象が残 るのを遺憾 とす る。 またイタ リア ・ファシズムについての歴

史学的、社会学的メ ソッ ドか らのアプローチが不十分で、先行論文や資料の読解 に、熟 さない

ところが見 られ る ことは、本論文 の大 きな欠点で ある。第一次大戦後 の 日本 の政治 の分析 も、

必ず しも深 く掘 り下 げ られていない。 その点 で先行研究 に対す るいっそ うの活用 と、 それ ら研

究主題 に関わ る書籍や資料のさ らなる方法的読解への努力 を促 したい。

以上の欠点 はあるものの、全体 として論文 の 日本語 も、読みやす くリズ ムもあ り、生硬 な と

ころの少 ない、メ リハ リの効 いた叙述 に終始 してお り、 そ して何 よ りも論考 の対象 とした下井

春吉 に対 して、対象 におぼれる ことな く、 きわ めて客観 的 に、冷静 に論述 して いる ところも、

勇み足 にな らず に、論 の公平 を保証す ることになった。本論文が、資料分析 の点で なお留保す

べ き点 もあるが、下井春吉の等身大の評伝 として、 それな りの価値 を現在 の 日本 の学会 におい

て示 す ことを認めたい。
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